
藤枝市小中一貫教育カリキュラム 
            （概要版） 

 
  藤枝市小中一貫教育カリキュラムは  

 

１ 藤枝市の子供たちにつけたい「未来を生き抜く力」を踏まえています。 

２ 藤枝市の伝統的な教育理念「授業で人を育てる」をベースとしています。 

３ 小学校（平成３２年）・中学校（平成３３年）全面実施の 

「新学習指導要領」に基づいています。  

４ 小中共通の学力観・指導観に基づく継続的で一貫性のある 

指導ができます。 

５ 児童・生徒の発達段階を考慮した主体性のある学びを 

追究します。 

 

  
 
 
       
 
 
☆これまでのカリキュラムのイメージ  
 

 

 

 
 
 

☆藤枝市小中一貫教育カリキュラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤枝市小中一貫カリキュラム単元指導系統表（一部抜粋） 

 

小４年      小５年     小６年    中学１年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

小学校６年間の学び 

中学校３年間の学び 
小・中それぞれが単独のカリキュラムのた
め学びの連続性に欠ける傾向がある 

基礎期（小１・２・３・４） 

充実期（小５・６・中１） 

発展期（中２・３） 

・各教科の基礎・基本を
身につける。 

・人との関わりの中で身
につける力を養う。 

・身に付けた基礎・基本

を生かして論理的な思

考力を養う 

・人と関わることの楽し

さを学び、主体的に行

動する力を養う。 

・学習した内容を活

用し、自らの生き

方と結びつけて

いく力を養う。 

・自他の良さを認め

あう中で社会の

中で生き抜く力

を養う。 

 

 

「藤枝型授業」を生かす指導内容 

基礎・基本を生かして表
現し伝えあう活動を通し
て各教科の良さに気付く 

論理的な思考を生かした考
えを伝え合うことで各教科
の良さや楽しさを実感する 

多様な考え方を伝え合
うことで、各教科の良
さを生かそうとする 

整数の表し方 
億、兆の単位 

整数の除法 
除法の計算の仕方／除法の
計算を用いること／被除数、
除数、商及び 
余りの間の関係／除法に関
して成り立つ性質 

小数の仕組みとその計算 
小数を用いた倍／小数と数
の相対的な大きさ／小数の
加法、減法／乗数や除数が整
数である場合の小数の乗法
及び除法の計算ができるこ
と 
 
 

整数の性質 
偶数、奇数／約数、倍数 

小数の乗法、除法 
小数の乗法、除法の意味／小
数の乗法、除法の計算／計算
に関してり成り立つ性質の
小数への適用 

分数の意味と表し方 
分数と整数、小数の関係／除
法の結果と分数／同じ大き
さを表す分数 
／分数の相等と大小 
 
 

分数の乗法、除法 
分数の乗法及び除法の意味／
分数の乗法及び除法の計算／
計算に関して成り立つ性質の
分数への適用（分数×整数、
分数÷整数（←小５）） 

正の数・負の数 
・正の数と負の数の必要性と

意味 
・正・負の数の四則計算 
・正の数と負の数を用いて表

すこと 
(用語に「素数」を追加) 
(←小５) 
(内容の取扱いに、自然数
を素数の積として表すこ
とを追加）(←中３) 

文字式 
・文字を用いることの必要性

と意味 
・乗法と除法の表し方 
・一次式の加法減法の計算 
・文字を用いた式に表すこと 

概数と四捨五入 
概数が用いられる場合／四
捨五入／四則計算の結果の
見積り 

整数、小数の記数法 
10倍、100倍、1000倍などの
大きさ 

四則に関して成り立つ性質 
四則に関して成り立つ性質 

小１から中３までの内容
をまとめることで、遡って
つまづきの原因を探って
学び直しをしたり、小学校
の学びがどのように発展
するかを把握したりする
ことができ、学力向上につ
ながる。 

全国学力・学習状況調査の結果を
分析し、藤枝市として特に力をつ
けたい部分について色（紫）づけ
し、共通して取り組むことで、市
としての学力向上につながる。 
 
 

ポイント１ ポイント２ 

ポイント３ 

｢ふじえだの自然｣「わたしたちのまち
藤枝市」「藤枝っ子のはばたき」などの
地域教材を系統表に盛り込むことで、
郷土愛の醸成につながる。 

 

ポイント４ 

知的障害特別支援学級年間指導計画 

４ 月 

行 
 

事 

入学式 
学級開き 
遠足 
避難訓練 

特別支援教育におけるカリキュラ
ム及び知的障害特別支援学級年間
計画（小・中版）を取り入れること
で特別支援学級担任の負担感を減
らすと共に質の向上につながる。 

藤枝市の基本理念  

 


